
１４ 

文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日
は
、 

　
　
２
月
１５
日
（
火
） 

　
　
３
月
１５
日
（
火
） 

　
　
４
月
１９
日
（
火
）
で
す
。 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。
（
５
月
中
の
利
用

は
、
３
月
１
日
か
ら
の
予
約
と
な

り
ま
す
。） 

★
月
の
初
日
の
受
付
時
間 

・
電
話
予
約
は
、
午
前
８
時
３０
分 

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。（
初
日
以 

外
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
） 

・
来
館
で
の
予
約
は
、
午
前
８
時

２０
分
か
ら
先
着
順
と
な
り
ま
す
。 

★
町
民
ふ
れ
あ
い
の
部
屋 

　
月
曜
日
と
木
曜
日
は
大
広
間
の

一
部
を
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
風
呂
利

用
者
ま
た
は
昼
食
を
申
し
込
む
方

は
休
憩
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
簡

単
な
昼
食
は
当
日
申
込
で
き
ま
す
。 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
石
け
ん
、
タ
オ

ル
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

  

巡
回
バ
ス
「
動
く
画
廊
」
の 

お
知
ら
せ 

　
巡
回
バ
ス
を
動
く
画
廊
と
し
て
、

車
内
に
保
育
所
児
、
幼
稚
園
児
の

絵
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

○
２
月
２７
日
（
日
）
か
ら
３
月
５

日
（
土
）
は
、
高
岡
保
育
所
で
す
。 

　
巡
回
バ
ス
を
ご
利
用
の
う
え
、

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
健
康
福
祉
課
） 
  

駅
前
駐
車
場
使
用
申
込
受
付
中 

　
Ｊ
Ｒ
福
崎
駅
前
駐
車
場
の
使
用

申
込
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
使
用
を
希
望
す
る
方
は
、

印
鑑
・
自
動
車
検
査
証
の
写
し
を

持
参
の
う
え
、
２
月
１８
日
（
金
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

契
約
期
間
　
平
成
２３
年
４
月
１
日

〜
平
成
２４
年
３
月
３１
日
（
１
年

間
） 

使
用
料
金
　
１
区
画
６
１
８
０
０

円
（
１
か
月
当
た
り
５
１
５
０

円
） 

※
北
側
５
区
画
は
１
区
画
５
４
０

０
０
円
（
１
か
月
当
た
り
４
５

０
０
円
） 

申
込
先
　
企
画
財
政
課 

そ
の
他
　
希
望
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。 

（
企
画
財
政
課
） 

  

精
神
疾
患
者
「
家
族
教
室
」

の
お
知
ら
せ 

　
統
合
失
調
症
や
う
つ
病
な
ど
に

苦
し
む
人
の
家
族
を
対
象
と
し
た

「
家
族
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。 

　
精
神
保
健
福
祉
士
及
び
家
族
会

員
が「
精
神
疾
患
を
理
解
し
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
治
療
や
介
護
方
法

な
ど
の
説
明
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

ま
す
。 

日
時
　
３
月
９
日
（
水
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１６
時 

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル 

申
込
期
限
　
３
月
２
日
（
水
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

○（
社
）兵
家
連 

　
０
７
８
・
３
６
０
・
２
６
１
８ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・
３
６
０
・
２

６
１
５ 

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
中
播
磨
峰
の
会 

　
２２
・
７
５
３
７ 

　
「
福
崎
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
」（
ふ
る
さ
と
納
税
）へ
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。（
１２
月
分
） 

寄
附
者
　
山
本
透
様
（
西
宮
市
） 

寄
附
金
額
　
１０
万
円 

ふ
る
さ
と
納
税
　
　 

　
　
　
寄
附
の
お
礼 

お知らせ 

information

　福崎町では、平成２１年度から、

神戸大学大学院人文学研究科地域

連携センターと大庄屋三木家文書

を中心とした史料の内容調査を進

めています。 

　これらの研究調査の成果と

して、さまざまな時代の福崎

町域の歴史の話や大庄屋三木

家住宅の保存・修理工事の最

新情報などの報告会を行います。 

　地域史料により新たに確認

されたふるさとの歴史再発見

をぜひお楽しみください。 

日　時　３月１２日（土） 
　　　　１３：３０～１５：００ 
報告者　神戸大学大学院人文学研究科 
　　　　地域連携センター研究員　ほか 
受講料　無料 
問い合わせ先　歴史民俗資料館 
　　　　　　　（　２２－５６９９） 
※３月５日（土）～３１日（木）、共同
研究調査成果などの企画展を開催
します。報告会とあわせてご覧く
ださい。 

史料調査のようす 

報告会 
「ふるさと再発見～小さな気づきが歴史をつむぐ～」 「ふるさと再発見～小さな気づきが歴史をつむぐ～」 「ふるさと再発見～小さな気づきが歴史をつむぐ～」 
神戸大学大学院人文学研究科　地域連携センター共同研究報告会 神崎郡歴史民俗資料館 



春
休
み
子
ど
も
環
境
体
験
ツ

ア
ー
参
加
者
募
集 

行
き
先
　
赤
穂
海
洋
科
学
館
・
ひ

ょ
う
ご
環
境
体
験
館 

月
日
　
３
月
２５
日（
金
） 

集
合
場
所
　
市
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー 

集
合
時
間
　
８
時 

帰
着
時
間
　
１６
時
３０
分
予
定 

参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
保
険
代 

　
・
昼
食
代
含
む
） 

参
加
資
格
　
小
学
４
〜
６
年
生 

参
加
人
数
　
４０
人
（
先
着
順
） 

申
込
期
間
　
２
月
７
日
（
月
）
〜

２５
日（
金
） 

申
込
先
　
市
川
町
住
民
環
境
課 

　
子
ど
も
バ
ス
ツ
ア
ー
係 

　
　
２６
・
１
０
１
０ 

主
催
　
中
播
磨
地
区
地
球
温
暖
化

活
動
連
絡
会 

（
住
民
生
活
課
） 

 

自
衛
官
募
集 

募
集
種
目 

Ａ
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生 

Ｂ
一
般
曹
候
補
生 

Ｃ
予
備
自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
） 

応
募
資
格 

Ａ
２０
歳
以
上
２６
歳
未
満
の
者 

※
２２
歳
未
満
の
者
は
大
卒
（
見

込
含
） 

Ｂ
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
者 

Ｃ
【
一
般
】
１８
歳
以
上
３４
歳
未
満

の
者 

　
【
技
術
】
１８
歳
以
上
で
国
家
免

許
資
格
等
を
有
す
る

者
（
年
齢
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
） 

受
付
期
間 

Ａ
５
月
６
日（
金
）ま
で 

Ｂ
５
月
６
日（
金
）ま
で 

Ｃ
４
月
６
日（
水
）ま
で 

試
験
日 

【
１
次
試
験
】 

Ａ
５
月
１４
日（
土
） 

　
※
飛
行
要
員
は
１４
日
・
１５
日 

Ｂ
５
月
２１
日
（
土
） 

Ｃ
４
月
１５
日（
金
）〜
１８
日（
月
） 

【
２
次
試
験
】 

Ａ
６
月
１４
日
（
火
）
〜
１６
日
（
木
）

の
う
ち
指
定
す
る
日 

Ｂ
６
月
２２
日（
水
）〜
２７
日（
月
） 

問
い
合
わ
せ
先 

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部 

姫
路
地
域
事
務
所 

　
０
７
９
・
２
８
２
・
０
５
３
５ 

 

県
立
網
干
高
等
学
校
（
通
信
制

課
程
）
生
徒
募
集 

年
間
登
校
日
　
約
２０
日 

　
本
校
か
協
力
校
の
い
ず
れ
か
で

学
べ
ま
す
。 

・
本
校
：
県
立
網
干
高
等
学
校 

・
協
力
校
：
県
立
西
脇
北
高
等
学

校
、
県
立
川
西
高
等
学
校
、
県

立
豊
岡
高
等
学
校 

諸
経
費
　
年
間
約
５
０
０
０
円 

教
科
書
代
　
初
年
度
は
約
１
４
０

０
０
円 

資
格
　
兵
庫
県
内
に
在
住
・
在
勤

で
義
務
教
育
を
修
了
し
た
人
（
予

定
者
を
含
む
） 

選
抜
方
法
　
面
接
の
み
（
学
力
検

査
な
し
） 

入
学
考
査
料
　
９
５
０
円 

出
願
期
間
　
２
月
２１
日
（
月
）
〜

２８
日（
月
） 

面
接
日
　
３
月
６
日
（
日
）
ま
た

は
３
月
７
日（
月
） 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
立
網
干
高
等
学
校
通
信

制
課
程 

　
０
７
９
・
２
７
４
・
２
０
１
４ 

 

普
通
救
命
講
習
会
の
お
知
ら
せ 

日
時
　
３
月
１９
日（
土
） 

　
　
　
９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分 

場
所
　
姫
路
市
中
播
消
防
署
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

　（
中
播
消
防
署
内
） 

内
容
　
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含

む
）
及
び
応
急
手
当 

定
員
　
２０
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
） 

受
講
料
　
無
料 

申
込
先
　
姫
路
市
消
防
局
消
防
課 

　
０
７
９
・
２
２
３
・
９
５
５
７ 

Syob-kyuukyuu@city.him
eji.hyogo.jp

１５ 

　カッパに関する展示を行います。ご家族、ご
友人などお誘い合わせのうえ、ご観覧ください。 
期　間　３月５日（土）～２７日（日） 
場　所　（財）柳田國男・松岡家顕彰会記念館 
観覧料　入館料が必要です。（大人２００円） 

日　時　３月１３日（日）１４：００～ 
講　師　謎の講談師　河南堂珍元斎さん 
　　　　（人と自然の博物館地域研究員） 
場　所　柳田國男生家 
申込方法　記念館へ電話でお申し込みください。 
定　員　４０人 
観覧料　入館料が必要です。（大人２００円） 

（財）柳田國男・松岡家顕彰会記念館からのお知らせ 
「カッパ展」 

「カッパ講談とカッパにまちがえられた生きものたち」 

（財）柳田國男・松岡家顕彰会記念館　　２２－１０００ 

カッパのミイラ（頭部） 
明石市立文化博物館所蔵 

日　時　３月４日（金） 
　　　　１３：３０～１５：４０ 
演　題　「共に生きる明日」 
講　師　おはなし 
　　　　　朝倉昌次さん 
　　　　ピアノ演奏 
　　　　　朝倉大輔さん 

文化センター行事予定 
サルビアセミナー（一般聴講可） 

　３月１日（火）から７日（月）まで、
『「火は消したかな」　あなたを
守る　合言葉』をスローガンに春
季全国火災予防運動が実施され
ます。火の取り扱いには十分注
意しましょう。 
　また、住宅火災警報器設置期
限が迫っています。既存住宅は
平成２３年５月３１日までです。早
期の設置をお願いします。 
※火災予防の相談は、中播消防
署（　２３－０１１９）または姫路
市消防局予防課（　０７９－２２３－９
５３２）へ。 

春季全国　　　 
　火災予防運動 



    

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
せ
！ 

「
第
２４
回
神
崎
郡
駅
伝
大
会
」 

参
加
者
募
集
!! 

主
催
　
神
崎
郡
体
育
協
会 

日
時
　
３
月
６
日（
日
） 

　
　
　
※
雨
天
決
行 

コ
ー
ス
　
八
千
種
小
学
校
周
辺
周

回
コ
ー
ス 

参
加
資
格
　
神
崎
郡
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
方 

※
小
・
中
学
生
は
、
誓
約
書
に
よ

り
保
護
者
が
参
加
を
認
め
た
方

に
限
り
ま
す
。 

ス
ポ
ー
ツ 

学
び
続
け
る
人
は
輝
い
て
い
る
！ 

「
高
齢
者
放
送
大
学
」
学
生
募
集 

　
兵
庫
県
高
齢
者
放
送
大
学
で
は
、

ラ
ジ
オ
講
座
を
通
し
て
、
高
齢
期

の
生
き
方
や
健
康
問
題
、
一
般
教

養
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
、
平
成
２３
年
度
の
学

生
募
集
を
行
い
ま
す
。 

対
象
　
６０
歳
以
上
で
県
内
在
住
の

人 

募
集
期
間
　
２
月
１０
日
（
木
）
〜

４
月
１１
日（
月
） 

受
講
料
　
年
間
６
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
） 

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
高
齢
者
放
送
大
学 

加
古
川
市
平
岡
町
新
在
家
９
０
２

の
３ 

　
０
７
９
・
４
２
４
・
３
３
４
３ 

（
財
）
兵
庫
県
生
き
が
い
創
造
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
資
料
・
願

書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。 

http://w
w
w
.h-ikigai.com

/ikigai/ 
  

西
播
磨
高
齢
者
文
化
大
学
受

講
生
募
集 

　
西
播
磨
高
齢
者
文
化
大
学
は
、

中
・
西
播
磨
地
域
の
兵
庫
県
４
年

制
高
齢
者
大
学
と
し
て
幅
広
い
学

習
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
２３
年
度
の
受
講
希
望
者
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。 

対
象 

①
中
・
西
播
磨
地
域
在
住
で
満
６０

歳
以
上
の
人
（
平
成
２３
年
４
月

１
日
現
在
） 

②
地
域
で
の
活
動
に
つ
い
て
関
心

や
意
欲
が
あ
る
人 

開
講
場
所
　
西
播
磨
文
化
会
館 

受
講
期
間
　
平
成
２３
年
５
月
１３
日

か
ら
４
年
間
（
年
間
２５
回
） 

講
座
内
容
　
教
養
講
座
及
び
専
門

講
座
（
環
境
創
造
・
健
康
福
祉
・

地
域
文
化
）
（
予
定
） 

募
集
定
員
　
７５
人 

受
講
料
　
１
５
０
０
０
円 

　
（
平
成
２２
年
度
実
績
） 

※
学
外
研
修
・
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

の
経
費
に
つ
い
て
は
自
己
負
担 

受
付
期
間
　
３
月
３１
日（
木
）ま
で 

受
講
決
定
・
通
知
　
３
月
下
旬
頃 

応
募
方
法
　
中
・
西
播
磨
各
市
町

の
教
育
委
員
会
等
に
あ
る
所
定

の
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
西
播

磨
文
化
会
館
へ
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
（
持
参
に
よ
る
直
接
申

込
可
） 

問
い
合
わ
せ
先 

西
播
磨
県
民
局
県
民
室
　
西
播

磨
文
化
会
館 

〒
６
７
９
・
４
３
１
１ 

た
つ
の
市
新
宮
町
宮
内
４
５
８
・
７ 

　
０
７
９
１
・
７５
・
３
６
６
３ 

※
西
播
磨
高
齢
者
文
化
大
学
大
学

院
に
つ
い
て
も
平
成
２３
年
度
受

講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

  「
ま
ち
づ
く
り
ガ
ー
デ
ナ
ー
本

科
コ
ー
ス
（
前
期
）
」
の
受
講
生

募
集 

　
県
立
淡
路
景
観
園
芸
学
校
で
は
、

花
と
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
基
礎
知
識
、
実
際
的
な
知
識 

・
技
術
等
を
幅
広
く
学
ぶ
平
成
２３

年
度
生
涯
学
習
講
座
「
ま
ち
づ
く

り
ガ
ー
デ
ナ
ー
本
科
コ
ー
ス（
前

期
）
」
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。 

受
講
資
格
　
主
に
県
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者 

受
講
期
間
　
４
〜
９
月
（
月
３
日
、

延
１５
日
間
） 

会
場
　
淡
路
景
観
園
芸
学
校 

定
員
　
８０
人
（
超
え
る
場
合
は
抽

選
） 

受
講
料
　
１
５
７
０
０
円
程
度 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
所
定
の
申
込
書
で
、
郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。 

県
立
淡
路
景
観
園
芸
学
校 

〒
６
５
６
・
１
７
２
６ 

淡
路
市
野
島
常
盤
９
５
４
・
２ 

　
０
７
９
９
・
８２
・
３
４
５
５ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
９
・
８２
・
３
１

２
４ 

締
切
　
３
月
４
日（
金
） 

１６ 

○医療費の自己負担割合が１割に据え置かれます 
　お医者さんにかかるときの自己負担割合は、平成２３
年４月から２割負担に変更される予定でしたが、平成 
２４年３月末まで１割に据え置かれます。新しい「高齢
受給者証」を３月下旬に送付しますので、お医者さんに
かかるときは、国民健康保険被保検者証といっしょに窓
口に提示してください。 
　現役並み所得者は３割負担のままで変更はありません。 
○医療費などが高額になったときの「一般」の自己負担
限度額が据え置かれます 
　自己負担割合が１割に据え置かれることに伴い、自己
負担限度額も据え置かれます。 
　外来（個人負担）は１２，０００円、
外来＋入院（世帯単位）は 
４４，０００円のままで変更はあ
りません。 
　なお、「一般」以外の方につ
いても変更はありません。 
＊「一般」とは、現役並み所
得者以外で住民税を課税さ
れている方です。 
問い合わせ先　健康福祉課 
　国保医療係（内線３５５・３５６） 

７０歳以上７５歳未満の方へ 

国民健康保険 



今
日
ひ
と
日
感
謝
で
終
わ
り
冬
の

星
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
旅
終
え
て
戻
る
一
間
の
冬
灯
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

気
忙
し
く
庭
師
剪
定
日
の
短
か 

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

短
日
や
娘
の
住
む
街
を
素
通
り
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

 

あ
れ
こ
れ
と
気
を
も
み
思
案
日
短 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

古
井
戸
端
ひ
っ
そ
り
赤
ら
む
実
万

両
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
ち
よ
の 

 

葉
の
下
に
ひ
っ
そ
り
熟
れ
の
実
万

両
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

置
炬
燵
電
話
手
も
と
に
留
守
番
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

顔
寄
せ
て
話
の
は
ず
む
炬
燵
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

 

京
の
空
水
面
に
映
し
番
い
鴨 

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

朝
粥
の
湯
気
ほ
の
ぼ
の
と
冬
立
つ

日
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

天
神
社
撫
で
牛
ひ
か
る
冬
立
つ
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

狛
犬
の
阿
吽
の
睨
み
神
の
留
守 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
寿
賀
子 

 

山
茶
花
散
る
昼
光
色
の
常
夜
燈 

　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
ふ
じ
子 

 

白
菜
入
れ
グ
ラ
タ
ン
を
焼
く
若
き

母
　
　
　
　
　
　
　
水
田
　
翠
女 

 

一
枚
の
カ
レ
ン
ダ
ー
見
つ
め
年
惜

し
む
　
　
　
　
　
　
水
田
　
京
子 

 

居
酒
屋
に
酔
い
の
歌
声
街
師
走 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

い
つ
ま
で
も
続
く
思
ひ
出
た
ぐ
り
つ
つ
優
し
き
人
を

思
ひ
出
し
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
朝
加
都
良 

 

輝
け
る
明
け
の
明
星
今
日
も
ま
た
足
取
り
軽
く
友
と

歩
め
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
井
記
美
子 

 

吹
き
晴
れ
て
雲
な
き
天
よ
り
加
速
も
て
冬
坂
降
る
わ

が
播
磨
野
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
淨
代 
 

八
十
路
ゆ
く
こ
の
一
年
の
束
の
間
に
す
ぎ
ゆ
き
侘
し

今
日
よ
り
師
走
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

小
春
日
に
も
み
じ
の
絨
毯
踏
み
し
め
て
鹿
の
群
い
る

ま
ほ
ろ
ば
の
さ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

く
も
の
巣
が
急
ぐ
私
に
ド
ッ
キ
ン
グ
早
朝
こ
の
坂
一

番
の
り
ら
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
　
輝
代 

四
辻
の
銀
杏
老
樹
は
黄
落
を
尽
く
し
て
裸
木
冬
天
に

立
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

雨
あ
と
の
秋
の
陽
の
中
き
ょ
う
だ
い
は
殊
更
こ
え
立

て
笑
い
合
い
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

チ
ュ
ル
ル
ル
と
水
鳥
の
鳴
く
夕
間
暮
れ
今
日
斎
場
に

友
送
り
き
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

末
の
子
は
絵
を
書
く
事
を
好
み
つ
つ
い
ず
こ
に
行
く

も
デ
ッ
サ
ン
か
か
さ
ず
　
　
　
　
　
　
大
田
垣
婦
美 

 

朝
焼
け
に
た
っ
ぷ
り
染
ま
り
鵯
は
力
つ
け
し
か
飛
び

立
ち
ゆ
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

う
ぶ
す
な
の
杜
の
落
葉
を
掃
く
老
に
散
り
く
る
木
の

葉
の
諸
行
無
常
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

咳
ひ
と
つ
し
じ
ま
に
ひ
び
く
座
禅
会
冬
お
も
む
ろ
に

近
づ
く
気
配
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

そ
ら 

く
だ 

こ 

つ
が 

俳

句

会 

短

歌

会 

１７ 

種
目
　
小
学
生
の
部
１.７
㎞ 

　
　
　（
男
子
・
女
子
・
混
成
共
通
） 

　
　
　
中
学
生
の
部
２.２
㎞ 

　
　
　（
男
子
・
女
子
共
通
） 

　
　
　
一
般
の
部
２.２
㎞ 

　
　
　（
男
子
・
女
子
共
通
） 

※
一
般
男
子
の
部
は
高
校
生
以
上
、

一
般
女
子
の
部
は
中
学
生
以
上

で
チ
ー
ム
を
構
成
。 

※
各
部
と
も
６
区
間
と
し
ま
す
。 

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
２

月
１７
日
（
木
）
ま
で
に
参
加
料

を
添
え
て
第
１
体
育
館
へ
。（
月

曜
日
休
館
） 

そ
の
他
　
補
欠
の
登
録
は
認
め
ま

せ
ん
が
、
当
日
の
選
手
変
更
は

認
め
ま
す
。（
誓
約
書
を
提
出

し
た
方
に
限
る
。
） 

  

福
崎
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
募
集
！
あ
つ
ま
れ
野
球

っ
子
!! 

対
象
　
小
学
３
〜
６
年
生 

場
所
　
ス
ポ
ー
ツ
公
園 

　
　
　
第
１
グ
ラ
ン
ド 

練
習
日
　
毎
週
水
曜
・
金
曜
・
土

曜
・
日
曜
日 

※
体
験
入
団
随
時
可
能
で
す
。
野

球
の
で
き
る
服
装
（
帽
子
、
長

ズ
ボ
ン
、
運
動
靴
）
、
グ
ロ
ー

ブ
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。 

※
詳
し
く
は
、
正
木
（
　
０
９
０ 

・
１
０
７
９
・
９
１
７
８
）
へ
。 
 

柔
道
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
１１
月
２８
日
（
日
）
、
市
川
高
等

学
校
武
道
館
で
「
第
２０
回
神
崎
郡

総
体
柔
道
競
技
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

【
小
学
男
子
２
年
生
の
部
】 

優
　
勝
　
常
　
司
竜（
福
崎
小
） 

【
小
学
男
子
３
年
生
の
部
】 

優
　
勝
　
谷
岡
俊
平（
八
千
種
小
） 

【
小
学
男
子
４
年
生
の
部
】 

優
　
勝
　
藤
本
　
甚（
八
千
種
小
） 

第
３
位
　
椿
　
龍
大
朗（
福
崎
小
） 

【
小
学
男
子
５
年
生
の
部
】 

準
優
勝
　
谷
岡
　
樹（
八
千
種
小
） 

第
３
位
　
埴
岡
京
平（
田
原
小
） 

【
小
学
男
子
６
年
生
の
部
】 

準
優
勝
　
尾
崎
主
悦（
協
会
） 

【
小
学
女
子
３･

４
年
生
の
部
】 

優
　
勝
　
三
輪
桜
子（
田
原
小
） 

準
優
勝
　
埴
岡
千
浩（
田
原
小
） 

【
小
学
女
子
５･

６
年
生
の
部
】 

優
　
勝
　
谷
岡
　
綾（
八
千
種
小
） 

 

柔
道
教
室
参
加
者
募
集
！ 

対
　
象
　
保
育
園
児
以
上
の
男
女 

練
習
日 

　
毎
週
日
曜
日
　
９
時
３０
分
〜 

　
毎
週
水
曜
日
　
１９
時
３０
分
〜 

※
詳
し
く
は
、
柔
道
協
会
　
難
波

（
　
２３
・
０
５
０
１
）
へ
。 

 



No.274

受験シーズン 
　　　「手洗い　うがい　規則正しい生活」で 
　　　　　　　体調管理に心がけてくださいね 

　1月21日（金）、エルデホールで、子どもや保護者を対象に、食の健康運動の一環である巡回食育コンサ

ートを開催しました。歌と踊りをとおして、栄養バランスのとれた食事や規則正しい食生活の大切さを楽

しく学びました。 

１８ 

報告 

▲楽しい！かわいい手でリズムをとります ▲フクちゃんサキちゃんも参加 
　お姉さんといっしょに楽しくワンツーダンス 

　いずみ会さんが 
　栄養たっぷり 
　もちむぎ入りきなこ 
　ドーナツをプレゼント 

▲
 

栄養バランスクイズ　 
答えはばっちり○　 

でも　みんなの前では　 
照れくさいな　 

▲
 

時　　　間 

１１時～１２時３０分 

１４時３０分～１６時 

場　　　　所 

福伸電機㈱本社工場 

福崎町役場 

献血日程　3月30日（水） 献血に 
　ご協力 
　　ください。 



保健センターだより 

内容　「園芸療法を体験してみよう！」 
　園芸療法とは･･･植物の世話や園芸活動をす
るなかで、五感を刺激し、認知症の予防やリフ
レッシュなど、心身の状態をより良い方向へ導
いていく手法です。 
　車いすや寝たきりでも工夫次第でできること
があります。 
講師　県立淡路景観園芸学校 
　　　園芸療法コーディネーター　上地あさひさん 
日時　３月１８日（金）１０：００～１２：００ 
場所　保健センター 
参加費　５００円（材料代） 
　＊作った作品をお持ち帰りいただきます。 
対象　障害者・高齢者の介護をしている方 
　　　園芸療法や心身の健康づくりに興味のある方 
　＊今回は、介護教室（社協主催）と合同開催です。 
申込　３月３日（木）までに、社会福祉協議会（　
　　　２３－０３００）へお申し込みください。 

＊＊＊あなたの参加をお待ちしています＊＊＊ 

2月の『介護者のつどい』　　 
　…言語療法がテーマです… 
3月の『介護者のつどい』　　 
　…園芸療法がテーマです… 

第112号 

　日本の伝統行事の中には「節分」「ひな祭り」「端
午の節句」「七夕まつり」「七五三」など、子ども
の健やかな成長を願うものが多くあります。四季や
自然と共に暮らしてきた日本人ですが、生活の変化
によってそれらの行事が簡略化されつつあり、テレ
ビのニュースで見たり、幼稚園や保育所で経験する
だけのイベントになっているように思われます。 
　家族に小さい子どもがいなければ「節分」も「ひ
なまつり」も関係のない生活を送っているかもしれ
ません。子どもがいるからこそできる行事を、大人
も童心に返っていっしょに楽しんでほしいと思いま
す。 
　小さい子どもに行事の意味は理解できなくても、
家族がいっしょに楽しむことで、いつもと違う日が
体験できたらいいですね。たとえば、節分で「お兄
ちゃんたちと窓から豆まいたね」「歳の数だけ豆を
食べたね」「去年は鬼が怖くて泣いたけど今年は泣
かなかったね」など、楽しい行事はよく覚えている
ものです。 
　子どもの理解に合わせて「○○ちゃんの中にいる
泣き虫鬼をやっつけてくれるよ」などと話してやっ

たり、子どもが作った鬼の面をかぶったりすると「去
年もこんなんしたなぁ、来年もまたしような」と子
どもは思うことでしょう。 
　おおげさなことはしなくても、毎年繰り返すこと
が大切で、楽しい行事として子どもたちの心に残っ
ていくことが、伝統行事の大きな意味だと思います。 

１９ 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

血管老化度測定 

母子健康手帳交付 

歯 科 相 談  
 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

1歳6か月児健診 

一般希望者 
 

妊 婦  

一般希望者 

乳幼児希望者 

乳児希望者 

幼児希望者 

H２２.３月生まれの児 

H２２.１１月生まれの児 

H２２.１１月生まれの児 

Ｈ２２.４月生まれの児 

Ｈ２１.７・８月生まれの児 

９時３０分～１１時 

１３時３０分～１５時 

８時３０分～１７時 

１４時１５分～１４時３０分 

１３時３０分～１４時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

３/１４（月） 
 

月～金 

２/２２（火） 
 

３/１４（月） 
 

３/１４（月） 

２/２３（水） 

３/１５（火） 

２/２３（水） 

３/１６（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター行事予定（２/２０～３/１９） 

＊三種混合（ＤＰＴ）、二種混合（ＤＴ）、麻しん風しん混合（ＭＲ）、
日本脳炎は、指定医療機関にて随時行っています。（要予約）
対象者は忘れずに、接種間隔に気をつけて接種を受けましょう。 

　国のワクチン接種緊急促進事業（平成２２年１１月
２６日）を受け、福崎町においても上記３ワクチン
の接種費用助成事業を行います。詳細は、別途チ
ラシでお知らせしていますので、ご覧ください。 
お問い合わせは、保健センター（内線３６０～３６３）へ。  
〈対象〉 
　ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）ワクチン　０歳～４歳 
　小児肺炎球菌ワクチン　　　　　　０歳～４歳 
　子宮頸がんワクチン　中学１年生（１３歳相当）～
　　　　　　　　　　　高校１年生女子（１６歳相当） 
●平成２３年２月～３月は中学３年生（１５歳相当）
～高校１年生（１６歳相当）に接種勧奨を行い
ます。 

〈適応年月日〉助成は平成２２年１１月２６日接種分
　　　　　　　から適応します。 

ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）・小児肺炎球菌 
子宮頸がんワクチン接種費用助成事業　実施 

お知らせ 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
子 育 て学習センター  
子 育 て支援センター  
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  
社 会 福 祉 協 議 会  

第１デイサービスセンター 
第１在宅介護支援センター 
第２デイサービスセンター 
第２在宅介護支援センター 
ホームヘルパーステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
（財）柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/
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町民のうごき 

平成２２年１２月末現在 

７，１１０世帯 
９，３１５人　 
　２７人　 
１２人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，６４８人 
１０，３３３人 
　３６人 
２４人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

２０ 

 　
１
月
１０
日
、
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
で
成
人
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
決
意
を
新
た
に
、
晴
れ
や
か
な

二
十
歳
の
門
出
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
関
連
記
事
２
ペ
ー
ジ
） 

　
記
念
写
真
は
、
上
段
が
市
川
東
岸
地
域
（
福

崎
東
中
学
校
区
）、
下
段
が
市
川
西
岸
地
域
（
福

崎
西
中
学
校
区
）
の
み
な
さ
ん
で
す
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

　
み
な
さ
ん
は
「
か
た
つ
む
り
」
に
多
く
の
呼
び
方
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

す
か
。 

　
柳
田
國
男
は
、
こ
の
「
か
た
つ
む
り
」
に
注
目
し
、
呼
び
方
の
分
布
を
調
査

し
ま
し
た
。
そ
の
調
査
か
ら
、
近
畿
周
辺
で
は
「
デ
デ
ム
シ
」
、
中
部
、
中
国

地
方
な
ど
で
は
「
マ
イ
マ
イ
」
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
の
地
方
で
は
「
カ
タ
ツ
ム

リ
」
と
呼
ば
れ
、
呼
び
方
が
京
都
を
中
心
に
円
状
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
國
男
は
こ
の
こ
と
か
ら
「
方
言
周
圏
論
」
を
提
唱
し
、
新
し
く

生
ま
れ
る
言
葉
は
文
化
の
中
心（
京
都
）か
ら
絶
え
ず
周
囲
に
波
及
し
て
い
て
、

中
心
か
ら
離
れ
た
地
域
ほ
ど
古
い
言
葉
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
説
を
著
し
ま
し

た
。
全
て
の
言
葉
が
こ
の
説
に
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
く
、
國
男
自
身
、
「
発

見
な
ど
と
い
う
程
の
物
々
し
い
法
則
で
も
何
ん
で
も

無
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
カ
オ
、
ツ
ラ
」

や
「
ト
ン
ボ
、
ア
ケ
ズ
」
等
の
言
葉
の
広
が
り
方
が
こ

れ
に
該
当
し
、
今
で
も
方
言
学
の
基
本
的
な
考
え
の

一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
方
言
に
限
ら
ず
文
化
や
民
俗
も
同
様
に
広
が
っ
て

い
る
と
考
え
た
國
男
に
と
っ
て
、
「
か
た
つ
む
り
」
か

ら
発
し
た
こ
の
説
は
、
民
俗
学
研
究
の
基
礎
と
な
る

大
き
な
発
見
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

（
岸
村
由
紀
子
・
福
田
好
美
・
三
輪
麻
衣
子
） 

▲かたつむり方言分布図 


